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一 般 質 問

とだ議会だより No.175 とだ議会だより No.175

医療ケアが必要な人の
　　　　　　居場所整備を

「26年度開所の施設で検討していく」

岡嵜 郁子 議員
障
が
い
者
福
祉

総
合
的
な
見
守
り
・

　相
談
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を

「
連
携
し
網
の
目
の
体
制
を
構
築
し
た
い
」

花
井 

伸
子 

議
員

孤立死対策

議
員

　
①

胃
ろ
う
な

ど
医
療
ケ

ア
が
必
要

な
人
を
受

け
入
れ
る
施
設
が
少
な
い
。

26
年
度
に
福
祉
の
杜
に
新

設
す
る
施
設
で
の
受
け
入

れ
を
図
る
べ
き
で
は
②
障

が
い
者
施
設
の
今
後
の
増

設
計
画
は
。

福
祉
部
長　

①
運
営
法
人

と
相
談
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
②
今
年
策
定

中
の
障
が
い
者
計
画
で
検

討
す
る
。

議
員

　
障
害
３
級
以
下
で

も
足
が
悪
い
人
な
ど
に
対

象
を
広
げ
て
は
。

福
祉
部
長　

３
級
の
皆
さ

ん
の
状
況
と
適
正
な
基
準

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

議
員

　
民
自
公
が
国
会
で

通
し
た
「
子
育
て
支
援
法
」

は
、
私
立
保
育
園
の
施
設

補
助
を
な
く
し
、
保
育
の

基
準
引
き
下
げ
な
ど
、
大

き
な
問
題
が
あ
る
。
保
育

水
準
を
後
退
さ
せ
ず
、
市

の
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

こ

れ
ま
で
ど
お
り
認
可
保
育

園
の
整
備
を
中
心
に
、
待

機
児
対
策
に
責
任
を
持

つ
。
最
低
基
準
は
守
っ
て

い
く
。

議
員
　
孤
立
死
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
戸
田

市
で
も
こ
の
間
、
ふ
え
て

い
る
孤
立

死
を
防
ぐ

た
め
、
総

合
的
見
守

り
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

及
び
増
設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
業
者
と
の
連
携
強
化
、

「
呼
び
か
け
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
の
作
成
を
求
め
る
。

福
祉
部
長　

部
内
各
業
務

の
連
携
を
強
化
し
、
市
民

と
の
協
力
で
網
の
目
の
見

守
り
体
制
を
構
築
し
た

い
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
体
制
強
化
は
、
新
規
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

協
力
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

上
下
水
道
部
や
水
道
料
金

業
務
委
託
事
業
者
と
の
連

携
、
東
京
電
力
と
の
協
定

締
結
の
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
は
、
今
後
、
先
進

地
の
事
例
も
含
め
て
調

学
校
全
学
年
で
計
画
的
に

市
独
自
の
少
人
数
学
級
の

実
施
を
求
め
る
。

教
育
部
長　

市
独
自
の
少

人
数
学
級
の
実
施
は
、
教

員
・
教
室
確
保
な
ど
の
財

政
面
で
国
や
県
の
支
援
が

必
要
で
あ
り
厳
し
い
。
今

後
と
も
、
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
少
人
数

指
導
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。

査
・
研
究
す
る
。

議
員

　
少
人
数
学
級
編
成

は
、
教
員
の
目
が
行
き
届

き
、
い
じ
め
等
、
こ
ど
も

同
士
の
人
間
関
係
の
問
題

解
決
に
も
有
効
で
あ
る
と

の
見
解
か
ら
、
政
府
は
小

中
学
校
全
学
年
で
少
人
数

学
級
８
ヵ
年
計
画
を
打
ち

出
し
た
が
、
財
政
を
理
由

に
遅
れ
て
い
る
。
行
田
市
、

蕨
市
な
ど
の
よ
う
に
小
中

税の延滞金を減免する
　　　　　　制度の創設を

「制度を設けることを検討したい」

本田  哲  議員

徴
収
事
務

議
員
　
①

荒
川
水
循

環
セ
ン
タ

ー
に
は
放

射
性
セ
シ

ウ
ム
汚
泥
焼
却
灰
が
４

千
ト
ン
を
超
え
て
保
管

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
管

理
計
画
は
②
下
水
道
関
係

市
と
焼
却
灰
分
散
保
管
管

理
計
画
の
協
議
は
③
風
水

害
等
の
防
災
計
画
が
県
の

中
に
あ
る
の
か
。

上
下
水
道
部
長　

①
今
年

度
は
年
間
１
５
０
０
ト
ン

の
灰
を
産
業
廃
棄
物
と
し

て
搬
出
し
て
、
残
る
焼
却

灰
を
濃
度
ご
と
に
保
管
場

所
・
方
法
の
最
適
な
計
画

を
検
討
し
て
い
る
②
県
と

と
も
に
分
散
保
管
に
つ
い

て
最
適
な
方
法
を
検
討
し

て
い
く
③
独
自
の
風
水
害

の
防
災
計
画
・
緊
急
連
絡

等
、
県
と
連
携
し
て
協
議

し
て
い
く
。

議
員
　
生
ご
み
堆
肥
化
に

つ
い
て
、
戸
田
市
・
蕨
市
・

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
三
者
協

議
で
は
、
こ
れ
以
上
の
セ

ン
タ
ー
で
の
堆
肥
化
は
難

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
本

市
で
堆
肥
化
装
置
を
エ
コ

ス
に
設
置
す
る
よ
う
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

エ
コ
ス

に
関
し
て
は
、
環
境
団
体

の
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
さ
れ
て
お
り
、
意
見

を
聞
き
、検
討
し
て
い
く
。

議
員

　
税

の
延
滞
金

に
か
か
る

利
息
は
年

利
14
・
６
％

と
高
い
。
そ
の
た
め
、
本

税
よ
り
も
延
滞
金
の
方
が

上
回
る
納
税
者
が
多
い
。

事
由
に
よ
り
延
滞
金
を
減

免
す
る
制
度
を
創
設
し
、

対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

財
務
部
長　

減
免
の
規
定

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し

た
い
。

議
員

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通

り
の
本
町
４
丁
目
交
差
点

は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
、

戸
田
公
園
駅
に
向
か
う
自

転
車
と
歩
行
者
が
交
錯
す

る
危
険
な
場
所
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
の
県
と
協
議

し
交
通
安
全
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
県
の
主

催
で
「
交
通
安
全
対
策
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ

れ
、
本
町
４
丁
目
交
差
点

の
交
通
安
全
対
策
と
し

て
、
歩
行
者
用
信
号
機
設

置
の
検
討
、
戸
田
南
小
学

校
の
用
地
を

セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
し
て
歩
道

幅
を
広
げ
る

等
の
意
見
が

出
さ
れ
、
今

後
、
関
係
機

関
で
協
議
す

る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
現
在
、
戸
田
出
身

の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が

活
躍
し
て
い
る
状
況
が
生

ま
れ
て
い
る
中
、
近
隣
住

民
の
理
解
を
十
分
に
得
な

が
ら
、
夜
間
利
用
の
再
開

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
民
生
活
部
長　

夜
間
使

用
が
可
能
に
な
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
行
政
と
し
て
も
大

き
な
前
進
で
あ
る
。
し
か

し
、
周
辺
住
民
に
与
え
る

影
響
が
大
変
大
き
い
。
慎

重
に
、か
つ
綿
密
な
調
査
、

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り
の

交
通
安
全
対
策
を

▲交通量の多い本町 4丁目交差点

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
�
・

セ
シ
ウ
ム
焼
却
灰
の
管
理
は

「
県
に
分
散
保
管
・
防
災
計
画
を
要
望
す
る
」

中
名
生 

隆 

議
員

危機管理

惣
右
衛
門
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
の
夜
間
使
用
の
再
開
を

生
ご
み
堆
肥
化
に
つ
い
て

議
員
　
戸
田
市
の
生
ご
み

堆
肥
化
は
有
機
農
業
と
循

環
型
社
会
の
推
進
と
し
て

具
現
化
し
て
お
り
、
都
市

と
農
業
の
交
流
が
重
要
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
民
に

安
全
・
安
心
な
食
材
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
有
機
農

業
推
進
と
と
も
に
、
よ
り

よ
い
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

          つぶやき

          つぶやき

一
歩
一
歩
、

　
　
　
前
進
で
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

対
象
拡
大
を

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

市
の
責
任
果
た
せ

Ｑ
．福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
交

流
ス
ペ
ー
ス
活
用
を
。

Ａ
．ま
ず
利
用
ル
ー
ル
づ

く
り
か
ら
進
め
る
。

Ｑ
．一
時
保
育
の
充
実
を
。

Ａ
．考
え
は
あ
る
が
、
当

面
は
待
機
児
解
消
が

優
先
。

孤
立
死
、
い
じ
め
・

自
殺
問
題
…
…
、

心
痛
み
ま
す

少
人
数
学
級
の
拡
大
を

▶
生
ご
み
堆
肥
化
作
業

　（
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

▶
戸
田
市
立
福
祉
作
業
所

　
も
く
せ
い
園
（
川
岸
）

▶
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
認
で

　
見
守
り
を
強
め
ま
す


